
相 談 事 例 2026 

                                     № 1 

相談者属性  親 

担当専門家 カウンセラー、カウンセラー 

主 訴  :   家族関係、ひきこもり当事者の自立など 

子が 2名ともひきこもり（以下、子 1，子 2という）。 

もともとは、子 1がひきこもりとなって家で暴れ、特に親の１人と関係が悪化

したため、衝突を避けるために 1人の親が別居することとなった。 

このような家庭環境によって、子 2もひきこもりとなった模様。子 2はおとな

しく、親との関係は良好。 

相談者の主訴も、当初は子 1のことのみであった。 

 

対 応  ： 

・相談者の主訴は子 1 のことであったため、カウンセラーも当初は子 1 に対

する両親の対応方法などについてアドバイス。互いの関係は、少しずつだ

が改善が見られた。 

・相談依頼にはなかったが、カウンセラーが家へ訪問した際に、子 2 と話を

するようになった。子 2 は家を出たいと考えていることがわかり、別のカ

ウンセラーが対応。現状では 1 人暮らしは難しいため、様々に検討した結

果、グループホームへ入居することとなった。 

家を出てまもなく、子 2 は回復の過程に入り、資格を取得するなど、就労

に向けて準備中である。 

・子 2 が家を出た後、子 1にも良い兆しが見え始めた。 

両親の対処方法の変化もさることながら、子 2 の回復状況に刺激を受けた

と思われ、子 1の外への関心が高まった。 

親とのコミュニケーションはまだよいとはいえないものの、暴力が酷かっ

た子１の方から、関係の悪かった親へドライブに誘い、親子で出かけるよ

うになった。親を受容しはじめている段階。 

 

 



相 談 事 例 2026 

                                     № 2 

相談者属性  親 

担当専門家 カウンセラー 

主 訴  :   家族関係、ひきこもり当事者の自立など 

子が長年ひきこもっていて１人では何もできない、親は高齢で今後が心配。 

親子関係は悪くない、という認識。 

対 応  ： 

・相談者との会話から、子の話を聴かずに親が世話をやきすぎている状況が

推察されたため、子との対応方法についてアドバイス。 

期間を区切った宿題として、実行を促した。 

・親が指示したり意見をいったりは決してせず、子に、事あるごとにどうし

たいか、どうするのかを聞き、子の話もよく聴く、子が行動するまで待つ、

小さなことでもよく聴くように助言。 

・相談者は、少しずつ、子に尋ねることができるようになり（親が勝手に決

めない）、子も行動を起こす（自分で動く）ようになる。 

 自分で調べ、自分で決めて実行する、この繰り返しにより、子の自信とな

って次の行動や決断へと繋がっている。 

・その後、父親が亡くなった際も、母親は、一つの作業や手続きが終わる毎

に「次はどうしたらよい？」と子に聞き、子は聞かれるたびにスマホで検

索したり、自分で調べたりして、その答えがわかると母親に伝え、一緒に

実行した。子主導で、一つ一つ手続きをし、すべての手続きを終えること

ができた。 

・現時点では、まだ自律の過程にあるものの、以前と比較すれば大きな成長

をみせている。 

 



相 談 事 例 2026 

                                     № 3 

相談者属性  当事者（30 歳代） 

担当専門家 カウンセラー 

主 訴  :   自立など 

長年ひきこもっているが、両親ともに入院してしまった。 

食事はすべて母親頼みだった、生活全般、どうしてよいかわからない。 

対 応  ： 

・傾聴、困っていることに優先順位をつけて、まずは一番困っていることか

ら一緒に考えよう、と提案。 

・食事に困っている、とのこと。コンビニくらいは出かけられ、お金もある

ようだったため、買いに行くのはどうかと提案。 

結局、インスタント食品や冷凍食品を買ったそうだった。 

・しばらくして、気持ちが落ち込んでいる様子で相談がある。ネガティブな

話が多く、冷凍食品ばかり食べているので、食べ飽きてきた、体に悪そう

だ、といった話などもあり、傾聴と受け答えを繰り返す。話をしているう

ちに、母親のことを思い出した様子。母親がよく、麺類やご飯類にたまご

やホウレンソウを入れていた、というので、それをやってみるのはどう？

などと話をしているうちに、今度はそれをカップラーメンに入れてみる、

と気分が少し上向きになった様子。 

その後、これらを買いに出かけたらしく、その後も母親のことを思い出し

ながら、色々と買ってきては料理をするようになる。 

 聞けば、母親と一緒によく料理をしていたことがあったそうで、そのこと

を思い出し、体を動かし、現在は１人暮らしにもなんとか慣れ、徐々に出

かけるようになっている。 

 相談者の場合は、母親との体験や食事がキーポイントだったと思われる。 

 

 



相 談 事 例 2026 

                                     № 4 

相談者属性  当事者（50 歳代） 

担当専門家 カウンセラー 

主 訴  :   自立・就労など 

就労したいが、いくら頑張って就活をしても就労先が見つからない、 

中学生から不登校傾向、以降 20 年以上断続的にひきこもり状態となった。 

その間、何度か就活を試みたもののただ 1回、たどり着いた日勤の仕事は、労働基

準法を明らかに違反する雇用条件（長時間拘束、休憩なし、低賃金、自費での備品

購入の強要等のパワハラ）だったため」、数日間で退職。 

未だ就職先の選定には過度に慎重な姿勢がみられている。 

数年間にわたって様々な居場所に参加し、ファシリテーターの経験あり。 

理路整然と意見を述べる姿は、一見すると一般の社会人のようにも見えるからか、

相談者はひきこもり関連の相談窓口から「対象ではない」と言われ続け、ハローワ

ークか、就職相談会へ行くように促され、就活を継続。 

ようやく面接にたどり着き、採用かどうか、という段階となると、採用条件と本人の

希望が合わない、又は本人が企業に対して不信感を抱く、などの状況となって不採用、

又は相談者から断ることもあった。 

対 応  ： 

居場所への参加や支援者・他の当事者との交流により、ある程度は人との関わりに

慣れ、一見して社会参加には問題ないよう見られがちであるが、自律の途上段階で

ある相談者にとって、既設の就職相談窓口や職業訓練などでは全く機能しない状況

とみられた。社会経験不足やコミュニケーション不全（一見、問題ないようにも見

られるが、相談に同行すると、実際のところ意思疎通がなされていない）、相談者特

有のこだわり、これまで積み上げてきた経験が先へ進む障害となっているように見

られた。 

そこで、就活相談に同行したところ、ひきこもり相談窓口では、再び「対象ではな

い」、とやんわりと断られる。他の公の相談窓口では、本人以外の相談時の同席は認

められないとのこと、結局、相談者は一人でいくつかの相談窓口で何時間も費やし

た結果、「どうだった？」と聞くと、「よくわからなかった」とのことであった。 



 

これまでの対応としては、弊団体の知り合いの団体へ紹介、週に 1回、数時間から

職場に関わるようになり、その後、職場の同僚とのコミュニケーションも図れるよ

うになり、週 3回のシフトをこなせるようになった。 

その後、週 3の夜勤を担当するようになるが、人との関わりが限定的であり、自身

の成長につながる仕事ではないと考えて退職。 

今度は相談者 1人で納得のいくまでやってみたい、とのことで、単独で就活をした

ようだが難航、再び相談に訪れた。退職後に仕事から離れる時間が増えるほど、次

の仕事に就くことに不安を感じていることや、過去の就労経験により、支援先の幅

をさらに狭くしている、という状況があった。（相談窓口にて、一度就労している人

は対象外と断られるなど） 

相談者からの相談は頻繁にあるわけではなく、かつ、年度事業内でのフォローでは

限界があるものの、このままではまたひきこもってしまう恐れがあり、引き続き、

折を見て声かけを継続中である。 

 

 

 



相 談 事 例 2026 

                                     № 5 

相談者属性  親・子・子   計 3名 

担当専門家 カウンセラー、弁護士、不動産鑑定士 

主 訴  :   親子関係、遺産分割、親亡き後の備え、子の自立など 

当初は親１名からの相談。現在は 3名からそれぞれ相談がある状態。 

子 2人がひきこもり状態、いずれも精神疾患あり。 

片親の死亡後、遺された親と子 2 名ともに不安が強くなり、子の精神疾患も

悪化。加えて、片親の死亡とともに、子 2名の、両親に対する敵対的な発言が

顕著となった。ひきこもっている状況のみならず、家族間の意見対立が表面化

している。遺産分割協議は棚上げ状態。 

親は高齢であるため、親亡き後の備えも急務となる。 

対 応  ： 

・子 1（本人と連絡可能）：葬儀参列への精神的フォロー、アドバイスなど 

・子 2 （人との接触拒否）：親亡き後の備えとして、本人の居住場所や生活全

般の準備が必要。まずは外の人間との接触が必要なため、カウンセラーが

部屋の外からの声かけや、SNS ・手紙でアクセスをしていったところ、ある

日突然に SNS へ返事がある。その後も本人からの質問や連絡に答える形で

継続（こちらからの連絡には返信なし）。後見制度利用を検討中。 

・親：精神的に不安定な状況が継続、傾聴しながら、タイミングを見て喫緊

の課題についての解決策を提案（遺産分割、自身の遺言、子 2名への対応、

備えについて等）。 

・課題の優先順位を説明、たとえ小さなことでも、できることから一つ一つ

進めていくことで了承。自身の遺言・死後事務委任を検討中。 

・子 1 は、何かが進むごと、又は進まない時ごとに不安が募って混乱を繰り

返しているが、子 2名の状況に配慮しながら、親が比較的体調の良い時に、

各課題の解決策に向けて進捗中。 

 

 



相 談 事 例 2026 

                                     № 6 

相談者属性  きょうだい 

担当専門家 カウンセラー、ファイナンシャルプランナー、不動産鑑定士 

主 訴  :   親亡き後の備え 

両親ともに高齢、これまで両親が子の面倒をすべて見てきたが、相談者は家族

があり、両親の代わりはできない。親亡き後への備えが喫緊の課題。 

ひきこもり本人が１人で生活できない状況で、その自立（住まいと生活）方法

や、実家、高齢の両親の今後についての検討に着手するため、必要な手立てや

選択肢についての相談。 

対 応  ： 

・カウンセラーから：きょうだいの親なき後の自立についてのアドバイス 

（第一段階としては、地元の自治体や支援機関で利用できるところを把握

する、できれば繋がる、そしてきょうだいに必要な支援は何かの把握、

グループホーム等居住場所の調査などど） 

・不動産鑑定士から：実家の評価額を調査、親亡き後に備えてやっておいた

方がよいことをアドバイス、 

・ファイナンシャルプランナー：親子 2代のライフプランを作成、子が亡く

なるまでの生活費について検討。一口に生活費と言っても、親亡き後の子

の住まいを実家とするのか、グループホームなどの施設や民間の賃貸住宅

にするのか、実家を売却する場合にはその金額をいくらと想定するのか、

さらには一人暮らしの生活費をどれくらいと見積もるかなど、複数のパタ

ーンが考えられる。試算にあたって必要な収入と支出および資産の情報に

ついては親の協力が得られ、子の経済的な自立がどこまで可能か考える材

料をそろえている段階。 

今後について： 

 材料が出揃った後、子の経済的な自立がどこまで可能かを試算・検討。可

能な場合は前提条件や想定をリマインド。不可能な場合はその程度に応じ

て対策を検討、実行へ。 

 



相 談 事 例 2026 

                                     № 7 

相談者属性  きょうだい、（親） 

担当専門家 カウンセラー、ファイナンシャルプランナー 

主 訴  :   親亡き後の備え 

両親ともに高齢、親とひきこもり当事者である子は敵対関係にあり、もう１人

の親は、ひきこもり当事者と関係は悪くない。 

相談者としては、できればひきこもり当事者であるきょうだいと絶縁したい

が、多額の借金を負い、親戚や周りに迷惑をかけている状況をなんとかした

い。 

 

対 応  ： 

・きょうだいの相談を受け、両親に面談の同席を提案したところ、関係の良

い方の親が相談にみえ、傾聴を続けていくうちに、全体像を把握する。 

・関係の良い方の親は、ひきこもり当事者と共依存関係とみられ、ほぼいい

なりの状態となっている一方、精神的に不安定な傾向がみられる。 

傾聴に努め、時々求められるアドバイスに対しては、その都度、できるだ

け具体的な内容で助言を行う。 

子に対する対応方法も少しずつアドバイスし、実行を促す。 

 

・きょうだい：きょうだいは、関係のよい方の親が、口ではひきこもり当事

者の自立を願っていると言いつつも、当事者から頼られると結果的に子の

要求に応じてしまう状況が続いていることに閉口している様子。いずれ、

きょうだい自身やその家族にも同じことが起きないとは限らず、家族を守

るためにも当事者と縁を切りたいと思うが、親の生活も気がかり。親には、

親自身の住まいや介護になった場合の費用について理解をしてもらい、親

自身の生活を自らで守ってもらうためにも、ライフプランを立案するなど

具体的にお金のことを考えて欲しいとファイナンシャルプランナーへ。相

談継続中。 

 



 

 

（附属資料） 

講演会等アンケート結果 

～困っていること、望むこと、相談先の有無と孤独について 

1）講演会の概要 

①都内開催講演（計 4 回）：豊島区共催 

〇目   的：有用な情報発信、地域による情報の非対称性の解消（録画配信） 

       本年度事業の周知、報告会など 

〇 開催方法：ハイブリッド開催（会場参加・録画限定配信：期間 1か月） 

〇 講演概要：開催時間 14：00～16：30 

⑴ 4 月 29 日(祝)：会場参加者 45 名、動画視聴回数 284 回 

・会場：東京都豊島区内（としま産業振興プラザ/IKE・Biz） 

みんなで学ぶ 相続・遺言・後見制度 

～認知症は信託で事前に備える～ 

講師：OSD副代表 司法書士 元木翼、OSD理事 弁護士 竹下博將、  

OSD副代表 弁護士 野口敏彦       

 

⑵ 7 月 13 日（日）：会場参加者 114 名、動画視聴回数 271 回 

２、3）⑤複合イベント 参照 

 

⑶ 10 月 19 日(日)：会場参加者 96 名、動画視聴回数 309 回 

２、3）⑤複合イベント 参照 

 

⑷ 2 月 1 日(日)：会場参加者 33 名、動画視聴回数 162 回 

・会場：東京都豊島区内（としま産業振興プラザ/IKE・Biz） 

～8050 知っておきたいお金のこと～ 

講師：OSDファイナンシャルプランンナー4名、社会保険労務士 1名 

          

 

 

 

 



 

 

2）アンケート結果 

〇 アンケート回収数：225  うち会場参加者：129 

〇 アンケート回収率：17.1 %  会場参加者の回収率：44.8％ 

  ＊本年度は出入り自由のイベント的な居場所への参加人数が多いためアンケート

回収率は低位にとどまった。 

① 「いま、困っていることはありますか」の質問に対して 

「ある」と回答したのは 61.8％、「ない」が 2％、未回答が 34.2％であった。 

また、自由記入欄で挙がった主な回答は以下である。 

 

 

 

〈当事者の回答〉 

・多かった回答：家族以外と交流がない、経済状況に関する不安、就労に関する

不安、心身の健康に関する不安、親なき後や介護への不安 

・その他の回答：障害年金がもらえるか・更新できるか不安、当事者向けの講

座・居場所などが少ない、地元に病院がない・遠くまで行くお

金がない、デジタル化についていけない、1歩がなかなか踏み

出せない、ちょうどよい就労先がない、正社員との賃金格差が

大きすぎる、相談先がわからない、ひきこもり支援は地域によ

って差がありすぎる（地元はひどい）、周囲に理解してもらえな

いこと、家族がひた隠しにして自分はいないことになっている

（外からアプローチして欲しい）、身のまわりのことができない 

 

 



 

 

〈親、兄弟姉妹の回答〉 

・多かった回答：親亡き後・相続のこと、ひきこもり状態にある子どもの将来の

生活に関する不安、子どもとの接し方、子が外出できない、他

者とつながれない、医療にかかろうとしない、就労しない、生

活困窮、ひきこもり状態の長期化など 

・その他の回答：親や当事者の定期的な交流の場が欲しい、親族との関係、無力

感や孤独感、親自身の心の安定、相談したいが何から相談して

よいかわからない、障害年金を受給したいが本人が拒否する、 

        子が聴覚過敏、子がゲーム依存症、先が見えない、自分の気持

ちを発信できない、夫と意見が合わない 

 

〈支援者の回答〉 

・就労のとっかかり、そしてそこに長く働ける支援ができないこと。 

・居場所などの社会資源を探すこと 

・日本社会の変革、シニア世代が変化しないとひきこもりはなくならない！ 

・新しい職場、仕事に取り組もうとしてますが、うまくできない。 

〈元当事者・経験者の回答〉 

・物価高による生活困窮、分断社会（ひきこもり経験への蔑視）など 

  

②「困っていることに対し、これがあるといいと思うことはありますか」 

の質問に対して、「ある」は 39.4％、「ない」は 5.6％で、未回答が 54.9％と過半数

を占めた。具体的に望むことはない（今思いつかない）が、ないとは言えない、と

いう状況も一定数いることがうかがわれる。 

以下は立場ごとの参加者からあげられた主な回答である。 

 

 



 

 

〈当事者の回答〉 

・短時間のお仕事、 

・安心していられる場所。家族にも話しづらい時がある。第三者には説明がうま

くできないことがある。 

・パソコン、オンラインが苦手なため、電話、直接会っての相談 

・障害者でなくても受けることができる支援。 

・自治体はひきこもり支援にもっと力を入れてほしい。民間や個人に頼りすぎて

いる。予算をつけてほしい。 

・以前庵という当事者会があり、何度か参加していました。フランクな場の雰囲

気で二次会などもあったので、気楽な気持ちで参加できるイベントがあればと

望んでいます。 

・働けない人にも、ベーシックインカムがほしい 

・サービスが複雑。特に情報サービスはどんどん変わってしまう。 

・親亡き後残された当事者に対して、行政の方から定期的に声掛けをして、当事

者の困りごとの解消に向けた相談に乗ってくれる支援制度を望みます 

・医師、公的支援機関、民間支援、自治体が共同して取り組んでもらえるように

なってくれるとよいのですが、それぞれがバラバラ（特に医師） 

・カウンセリングを健康保険の適用にする。（アメリカは保険がきくらしい） 

・子供食堂のような存在 

・もっと気軽に休める社会の雰囲気がほしいなとは思う 

 

〈親の回答〉 

・障碍者ではないが自立が難しい人へのサポート的な施策があってほしい。 

・依存症の専門医療機関への紹介 

・週 1くらいから OKという受入れ先があると助かる。少しずつ増やしていく。 

・ほしいオンラインなど匿名性が高い形での支援や相談ができること 

・引きこもり当事者が希望する就労形態に理解ある、就労を受け入れる事業者の

紹介支援。 

  ・親子でできる自営業（小商い）の開業モデルケースの提示 

  ・地元自治体のひきこもり対応に対するクレーム窓口を国として作って欲しい 

  ・理解のある企業の情報提供 

  ・理解が進むこと 

   ・自治体には、本人が引きこもっていたことを理解し支援して欲しい。 

  ・行政、支援団体から当事者に定期的に連絡をして、生活の困り事をサポートす

る取組みを望みたい。 

 



 

 

〈支援者の回答〉 

・住所地以外（対象者を限定しない）で利用できるサービスを増やして欲しい 

・子供の教育体系や官僚組織を、そして産業構造をかえること 

・豊島区はかなり先進的ですが、他の自治体でもこのように生きづらさを抱えた

人々への支援が重層的に出来ればと思います 

   

 ③「困りごとを相談できる先はありますか」の質問に対して 

「ある」と答えたのは 46.2％、「ない」は 14.5％、「どちらともいえない」が

19.9％、未回答が 19.5％であった。 

 

 

④「孤独を感じることはありますか」の質問に対して 

「ある」と答えたは 47.3％、「ない」が 22.3％、「わからない」・未回答が約 30％

であった。 

 

 


